
KU学生がYUに滞在

山口大学学生（農学）学年暦・履修モデル
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職
業
人

１年次 ２年次

前期 後期 前期 後期

第1クォーター 第2クォーター 第3クォーター 第4クォーター 第1クォーター 第2クォーター 第3クォーター 第4クォーター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

特別研究（修士論文）12単位、特別演習２単位

専門科目（農学系共通科目、農学科目）７単位以上
修
士
論
文
提
出

KUに滞在KUに滞在専
攻
基
盤
科
目

２
単
位

｢

研
究
者
行
動
規
範
特
論
」
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知
的
財
産
特
論
」
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中
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義
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究
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ロ
ジ
ェ
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２
単
位

共
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設
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目

２
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位
相
当
分

海
外
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
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ト

3
単
位

共
同
開
設
科
目

１
単
位
相
当
分

修
士
（
農
学
）

熱帯性生物を探索・開発及び分析・評価する能力並びにグローバルな視点・英語コミュニケーション・プレゼンテーション能力を修得

・Seed Technology
・Physiology of Plants under Stress

Jointly Designed Course
on Agricultural Science

※ 青枠は山口大学からの単位、
赤枠はカセサート大学からの単位

スケジュール

研究目的・実験
方法の決定

実験の実施および方法の修正等

まとめ・投稿論文（合同学位審査委員会までに受理）作成等

修士論文作成・プレゼン準備等

特別研究（修士論文）
指導体制（赤；主指導，青；副指導， 実線；直接指導，点線；主にE-mailおよびTV電話等による指導）

合
同
学
位

審
査
委
員
会
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KU学生がYUに滞在

山口大学学生（生命科学）学年暦・履修モデル

グ
ロ
ー
バ
ル
な
高
度
専
門
職
業
人

１年次 ２年次

前期 後期 前期 後期

第1クォーター 第2クォーター 第3クォーター 第4クォーター 第1クォーター 第2クォーター 第3クォーター 第4クォーター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

特別研究（修士論文） 12単位、特別演習 ２単位

専門科目（農学系共通科目、生命科学科目）７単位以上
修
士
論
文
提
出

KUに滞在KUに滞在専
攻
基
盤
科
目

２
単
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3
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共
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目

１
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位
相
当
分

修
士
（
生
命
科
学
）

熱帯性生物を探索・開発及び分析・評価する能力並びにグローバルな視点・英語コミュニケーション・プレゼンテーション能力を修得

・Introduction and Application in Life Science
・Research Methods in Life Science

Jointly Designed Course
on Life Science

※ 青枠は山口大学からの単位、
赤枠はカセサート大学からの単位

スケジュール

研究目的・実験
方法の決定

実験の実施および方法の修正等

修士論文作成・プレゼン準備等

特別研究（修士論文）
指導体制（赤；主指導，青；副指導， 実線；直接指導，点線；主にE-mailおよびTV電話等による指導）

合
同
学
位

審
査
委
員
会

まとめ・投稿論文（合同学位審査委員会までに受理）作成等
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１年次 ２年次

前期 後期 前期 後期

６ 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

カセサート大学学生（農学）学年暦・履修モデル

グ
ロ
ー
バ
ル
な
高
度
専
門
職
業
人

熱帯性生物を探索・開発及び分析・評価する能力並びにグローバルな視点・英語コミュニケーション・プレゼンテーション能力を修得

Jointly Designed Course 
on Agricultural Science

※ 青枠は山口大学からの単位、赤枠はカセサート大学からの単位

特別研究（修士論文） 12単位、特別演習２単位

専門科目（農学科目）７単位以上
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修士論文作成・プレゼン準備等

特別研究（修士論文）
指導体制（赤；主指導，青；副指導， 実線；直接指導，点線；主にE-mailおよびTV電話等による指導）

合
同
学
位

審
査
委
員
会

研究目的・実験
方法の決定

実験の実施および方法の修正等

まとめ・投稿論文（合同学位審査委員会までに受理）作成等

前期 前期 後期後期
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１年次 ２年次

前期 後期 前期 後期

６ 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

カセサート大学学生（生命科学）学年暦・履修モデル

グ
ロ
ー
バ
ル
な
高
度
専
門
職
業
人

熱帯性生物を探索・開発及び分析・評価する能力並びにグローバルな視点・英語コミュニケーション・プレゼンテーション能力を修得

Jointly Designed Course 
on Life Science

※ 青枠は山口大学からの単位、赤枠はカセサート大学からの単位

特別研究（修士論文） 12単位、特別演習２単位

専門科目（生命科学科目）７単位以上

YUに滞在
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スケジュール

修士論文作成・プレゼン準備等

特別研究（修士論文）
指導体制（赤；主指導，青；副指導， 実線；直接指導，点線；主にE-mailおよびTV電話等による指導）
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会

研究目的・実験
方法の決定

実験の実施および方法の修正等

まとめ・投稿論文（合同学位審査委員会までに受理）作成等

前期 後期 前期 後期
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国立大学法人山口大学研究者倫理綱領

山口大学は，価値観の多様化する時代にあっても，現代における研究者の責務が公共利

益の増進にあることを確信する。また，学術研究が人類共通の資産として蓄積される事実

を踏まえ，研究の過程と成果に責任を負う。

山口大学は，研究者の責務を充分に果たしていく決意を込めて，ここに倫理綱領を制定

し，これを遵守することを誓う。

研究者の使命

研究者の使命は真理の探究にあり，公共の福祉と利益への貢献にある。研究者はいか

なる学問領域にあっても個人の利益のみを追求してはならず，自らの立場を絶えず確認

し，社会の付託に応えるために研究者としてのモラルから逸脱してはならない。

山口大学の研究者は，研究不正を厳しく戒め，日常の研究活動のなかで誤解を招くこ

とがないよう，徹底した自己管理に意を用いなければならない。

研究者の目標

研究者の究極的目標は，人類の平和と幸福にある。そのために研究者は，いかなる権

力や権威にも迎合してはならない。研究者は自らの責任を深く認識し，研究や学問の自

由を堅持するとともに，その研究成果の普及に努めなければならない。

研究者の役割は重大である。公明正大な研究活動こそが，人類の平和と幸福に寄与す

る。山口大学の研究者は，その目標を達成するために常に自己研鑽に努めるものである。
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